
人口減少対策として
若者と女性に魅力ある仕事の創出について
ー由利本荘市への参考コメントー

神戸大学 産官学連携本部
教授 熊野正樹

内閣府 政策立案ワークショップ（由利本荘市）

２０２３年３月１４日



◆自己紹介

＜学位＞
博士（商学）

＜職歴＞
同志社大学卒→銀行勤務→コンサルティング会社勤務→TV番組制作会社→上場ベンチャー→起業

→同志社大学専任講師→崇城大学准教授→九州大学准教授→神戸大学教授（2020年9月就任）

＜委員等＞
中小企業庁「高校生向け起業家教育」監修、miyako起業部＠ＫＲＰ顧問、
とやまスタートアッププログラム in 東京 監修（富山県主催）

＜著書＞
『ベンチャー起業家社会の実現－起業家教育とエコシステムの構築－』ナカニシヤ出版

＜受賞＞
経済産業省 University Venture Grand Prix 2015 最優秀教員賞
内閣府「第2回日本オープンイノベーション大賞（2020）」文部科学大臣賞受賞
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熊野正樹 神戸大学 産官学連携本部 教授
神戸大学アントレプレナーシップセンター
センター長



◆起業家教育の実績

①熊本県：崇城大学起業部（2014年～2016年）2年間
②福岡県：九州大学起業部（2017年～2022年）6年間
③京都府：miyako起業部＠KRP（2019年～現在）4年間
④富山県：とやまスタートアッププログラム in 東京（2019年～現在）4年間

⑤神戸大学起業部（2022年～現在）9カ月

起業家教育・スタートアップ創出に注力

部員総数：約1000名、起業数：32社、J-startup:1社、ビジコン全国優勝７チーム

2023年２月末現在
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ベンチャー型

（スタートアップ）

中小企業型

（スモールビジネス）

自営業型

雇用 ◎ ○ ×

資金調達 VC投資 銀行融資 銀行融資

業態 新規業態
（IT、テクノロジー
イノベーション）

既存業態
（建設・製造・卸売・
小売・運送業等）

既存業態
（飲食・ネイルサロン・

美容室等）

成長性 急成長 低成長 低成長

◆起業の３タイプ

➢ 学生は、銀行から借金できない。
➢ 投資を受けて、起業することは可能。

学生起業は、スタートアップが理想
安心して挑戦できる起業方法
投資と融資の違いを知る



◆神戸大学起業部

■2022年5月に創部した、
本気で起業（スタートアップ）したい学生が集まる
神戸大学アントレプレナーシップセンターが公認する部活動

■「サッカー部がサッカーをするがごとく起業部は学生起業する」
をコンセプトに活動する





◆起業部の活動活動概要

■毎週月曜日と木曜日（1800〜2100）＋α
※別途、課題準備、振り返り、チーム活動、合宿あり

■部員が考えた新たなビジネスプランをもとにチームを編成し、
ビジネスプランを磨き上げ、プロトタイピングを行い、
国内外のビジネスコンテストに応募しながら起業を目指します

■場所：産官学連携本部棟起業部部室、理学部Z棟ほか

■期間：1年間（更新制）



◆起業部が目指していること

Our Mission

Our Vision（目指す状態・姿）

Best Practicese（行動指針）

素晴らしい仲間と共に
希望ある未来社会を創造する

日本を代表する起業家輩出組織になる。

「起業するなら神大起業部」というブランドを作る。

①人間力、社会人基礎力を磨く。
②アウトプットする（行動に表す）。経験から、
仲間から、挑戦から、プロセスから学び続ける。

③自律的に学び、支え合い、創り、振り返り、成長を自覚する

起業部発ベンチャーを
創出する

（ 10年で30社。うち、3社上場）

ビジネスコンテストで
毎年、全国優勝する

Our Target（目標）

個人の
成長

チームの
成長

起業部の
成長

卒業生の
活躍

中高生の
希望

顧客の
喜び

支援者の
増加

法人の
設立

社会課題の解決、
社会的インパクト、
希望ある社会づくり

社会への影響力や貢献力の積み重ね

凡事徹底
✓ 部活を休まない
✓ 挨拶・報・連・相の徹底
✓ 期限厳守



◆年間プログラム体系（2023年度）

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

部活動

ビジネス
コンテスト

関連科目

ｱｸｾﾗﾚｰｼｮﾝ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

・社会人基礎力、自己理解、チーム理論など

・起業理論、ピッチ資料、ビジネスモデルなど

⓪神戸大起業部
デモデイ

（8/26実施予定）

①キャンパスVG（10/31締め、12/6実施）

②ミライノピッチ（11/4締め、12/10実施）

③神戸大ビジコン（11/30締め、1/27実施）

④JUMP（11/30締め、1/下旬実施）

・!st Round（年2回）
・Wincubation
（11/30締め、3ヶ月支援）

⑤スタートアップ甲子園
（1/6締め、3/5実施）

・アントレセンター推奨科目（スタートアップセミナー、ビジネスプランニング、バブソン大集中講義など）

・VスクールFBL（プロトタイピング可能な事業チームが対象）

・各学部の関連科目やPBL、Vスクールの関連科目など

★懇親会

▲面談・レポート

★忘年会★夏合宿9/4〜9/6★チーム編成

▲面談・レポート

★チーム編成

・本チームでの事業磨き上げ、学習サイクルの促進

・起動
（1/5締め、6ヶ月支援）

※お披露目のデモデイと、
6つのビジコンにエントリーを通じて
活動成果を形にし、発表・腕試しを行う

★卒部式★説明会

※採択可能性のある事業は事前相談の上、
各種アクセラプログラムのエントリーを目指す

事業立案、チーム編成、事業磨き、プロトタイピング進捗報告、フィードバック

⑥Japanビジネス・デザイン・
アワード近畿

（1/24締め、3/16実施）

夏休み7/25〜8/20 冬休み12/21〜1/10 春休み2/16〜3/13

※2022年度の締め
実施日を記載



4/1 起業部発足「朝日新聞」

◆参考： 昨年の様子

4/14〜 起業部説明会 5/19 起業部発足 7/23 神戸大デモデイ

9月〜 部室完成、
事業の磨き上げ

11月〜 ビジコン
シーズンに優勝＆入賞
チームが多数。

第19回キャンパスベンチャーグランプリ
全国大会で最優秀賞受賞。

経済産業大臣賞受賞



崇城大学 総合教育センター
准教授 熊

野 正 樹

崇城大学☆起業家育成プログラム

2014年4月１日～2016年3月31日

◆地方の理工系大学での事例
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■崇城大学（旧名：熊本工業大学）
■学生数：３４８９名（1学年８００人）
■5学部10学科の理工系の総合大学

２０１５年度
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２０１４年４月開始

2014年に日本初の大学公認の起業部設立



◆ ビ ジ ネ ス プ ラ ン コ ン テ ス ト （ 学 外 ）

ＵＶＧＰ２０１４ 全国大会出場 12/20

14

部活動
起業部創設3か月



経済産業省主催 University Venture Grand Prix 2015（UVGP2015）

学生部門：アントレプレナー賞受賞／堤君（応生3年）・・・実質3位
教員部門：最優秀教員賞受賞／熊野（総合教育センター）

経済産業省より、堤君はシリコンバレーへ、熊野はバブソン大学への派遣（2015年3月）が決定しております。

部活動



◆シリコンバレー研修 2015.2.16 - 21

＜研修内容＞
2/16 (Day1) スタンフォード大学アジア太平洋研究所 講義
2/17 (Day)2) HP Garage、スタンフォード大学、Tech Shop（ロボット製作）、サンブ
リッジUS訪問
2/18 (Day3) Draper University（リーンスタートアップの講義）
2/19 (Day4) Plug and Play Tech Center にてプレゼンテーション
2/20 (Day5) Googke訪問、 500 Startupsにてプレゼンテーション

➢ 大阪市主催のシリコンバレー人材派遣プログラムに参加。
全国の大学より30人が選抜。うち、崇城大学より5名参加。

➢ ビジネスプランのプレゼンテーションのトレーニングを中心に、
シリコンバレーのスタンフォード大学、GoogleやAppleを訪問

➢ シリコンバレーの投資家の前で全員が、英語でビジネスプランを発表。

スタンフォード大学にてGoogle本社にて サンフランシスコ総領事公邸
英語でプレゼン
Plug and Play Tech Center

16

部活動
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◆第2回崇城大学ビジネスプランコンテスト
主催：崇城大学 熊本県 NEDO
日時：2016年1月23日（土）13時～
場所：市民会館崇城大学ホール
収容：1500名
応募総数：１００チーム

日本最大規模

講義／部活動
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◆株式会社 Ciamo（崇城大学発 学生ベンチャー）
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◆本プログラム運営上の課題と解決

１．地方にはロールモデルがいない
＜解決策＞
➢ 東京やサンフランシスコのネットワークを活用する。
➢ 熊本にロールモデルをつくりたい！！

２．お金がかかる
＜解決策＞
➢ 大学当局との厳しい交渉による予算確保
➢ 地方創生予算＜県からの受託事業＞
➢ 外部資金確保・・・・ＮＥＤＯ、地元金融機関、企業

2015年度は4000万円確保



く ま も と 創 生

情報を活用フィードバックできる仕組み

熊本県内の大学生

●起業志望

●事業承継

●アントレプレナー

シップの醸成

アイデア

技 術

共 感

分散した情報を、集積させる

プラットフォームとしてのW E Bサイト構築

アントレプレナーシップとイノ
ベ ー シ ョ ン の 循 環

県内就職率のUP

観光文化振興

市街地の活性化

新産業による
雇用
創出

能動的起業
の連鎖

起業家の集積
地
創出

潜在的な
魅力の
再発見独自の

セーフティ
ネット構築

1.シードアクセラレーター

プログラム

(起業教育と支援)

2.ビジネスプランコンテスト

(主催:崇城大学、熊本県)

3.クラウドファンディング

4.セミナー・イベントの開催

5.アクションプランの動画PR

起業の促進

起業文化の醸成組織や立場を超えて集められる
さまざまなアイデアや技術
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熊本県と崇城大学の連携協定
ワサモンのまちづくり推進事業
「起業家教育による地方創生」

事業目的
熊本県内の若者を対象に総合的な企業支援を行うとともに本県内に魅力的な起業の場を創り、県内での若者の

起業と定住を促進させ、県外への人口流出の抑制を図ること。

◆崇城大学起業家育成プログラムを
熊本県全体に展開



◆九州大学起業部の事例



文部科学大臣賞 九州大学起業部

熊野正樹（九州大学准教授）、高橋優人（（一社）QU Ventures、九大起業部事務局）、飯塚統（メドメイン（株）代表取締役）、
坂本剛（QBキャピタル（同）代表パートナー）、廣渡嘉秀（（株）AGSコンサルティング代表取締役社長）

「サッカー部がサッカーをするがごとく、起業部は学生起業する」のもと、2017年に創部。チーム

でビジネスプランを作成し、国内外のコンテストに応募。実践的な活動を第一線のメンターらの
支援のもと実施。全国の起業部の先導役として、わが国の起業人不足の解消を目指す。

概要

目的

内容

効果

学生起業家予備軍に対して、起業家やベンチャービジネスの専門家、大企業からなるメンタリ
ングチームが伴走しながら、学生を起業家に育成し、大学の知財を活用したベンチャーを創出。
起業家不足解消や地方創生に寄与することを目的とする。

起業部学生を支援するために起業家、ベンチャーキャピタリスト、弁護士、公認会計士などの
専門家を組織化し、支援。さらに地元企業と提携し、大企業と学生のオープンイノベーションも
実施。さらにスタートアップ都市に力を入れている福岡市と連携し、人材育成と大学技術を活用
した起業の促進などのロールモデルにも取り組んでいる。

設立2年3か月で15社起業。第1号ベンチャー（メドメイン（株））は既に3億円以上を調達し、60名
を雇用。さらに活動を効果的にするため（一社）QU Venturesを設立し、安定的かつ継続的な運
営基盤を構築。様々なメディアでも盛んに取り上げられ、全国の起業部の原点とも言える。

わが国の起業部の先導役であり、地域企業、自治
体などとも密に連携し、地域の産業活性化にも大き
く貢献。地方創生の優良事例として官邸招聘。大学
においてもアントレプレナー教育や知財の有効活用
などの面で価値ある取組。

22

内
閣
府

第
2

回
日
本
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
賞

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞



23

国内外のビジネスプランコンテストで大活躍
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メディアからも注目



富山県の事例

とやまスタートアッププログラム in 東京

令和元年より首都県在住者向けに東京で実施
2年目から全国から受講可能（富山県除く）
4年目からは富山県在住者も受講可能（東京会場・富山会場をオンラインで同時開催）

東京で起業を学び、富山で起業しよう！というプログラム
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プログラムの流れ

起業部のエッセンスを詰め込んだ
プログラム



ビジネスアイデアの創造
ビジネスモデル立案
ビジネスプランの作成

受講
風景



受講
風景
富山県



2020

成果
発表会
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◆若者の起業を通して地域を活性化

地方創生のポイントは東京一極集中・少子高齢化の解消

すなわち若者の流出防止→働く場が必要→なければ創ればよい→起業

スタートアップ企業は経済の子供。子供のいない街は発展しない
（少子高齢化と一緒）
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◆若者の起業を通して地域を活性化

スタートアップエコシステムをいかに構築するのか？

起業したい若者を発掘する仕組みつくり

起業したい若者を支援するしくみづくり



◆由利本荘市への提言

➢ 県立大学と一体となって、
起業したい若者を発掘し支援する仕組みをつくる

 起業家教育を実施する（小・中・高、県立大学、若者向け）
 起業部をつくる（県立大学起業部 or 由利本荘起業部）
 県立大学の起業家教育、起業支援の強化、学長のコミットメントとリーダーシップ
 ビジネスプランコンテストを実施する
 東京・仙台のスタートアップエコシステム視察・ネットワーキング
 海外視察（シリコンバレー、イスラエル等）
など

➢ まずは、ひとつ、ロールモデルをつくることが重要

➢ そのための予算を確保する




